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「エコシティたかつ」

事業報告

「エコシティたかつ」推進会議



「エコシティたかつ」推進方針とは

環境課題に対し
地域の多様な主体が協力し
総合的・多面的な取組を推進

基本方針・行動するための指針



流 域 思 考

流域とは、降った雨が
集まる大地の範囲の
ことです。
流域は水の循環や生
き物の生息環境を考
える大事な基盤です。



推進方針の計画期間

「エコシティたかつ」推進方針（概ね10年）「エコシティたかつ」推進方針（概ね10年）

短期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ短期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

総合計画の見直しに合わせ、課題整理と今後を検討総合計画の見直しに合わせ、課題整理と今後を検討

中期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ中期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 長期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ長期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

反 映

2009年度 2018年度

2011年度 2014年度

反 映

第2期実行計画第2期実行計画 第3期実行計画第3期実行計画



推進方針の構成

地球環境危機の時代に対応した、自然の賑わいとともにある

持続可能な循環型都市構造の再生と創造

地球環境危機の時代に対応した、自然の賑わいとともにある

持続可能な循環型都市構造の再生と創造

基本理念基本理念

低炭素・省資源社会の実現低炭素・省資源社会の実現 自然共生型都市再生の推進自然共生型都市再生の推進 地域に即した防災
まちづくりの推進

地域に即した防災
まちづくりの推進

３つの基本目標３つの基本目標

短期は12のプロジェクトを設定（そのうち６つをリーディングプロジェクトとする）短期は12のプロジェクトを設定（そのうち６つをリーディングプロジェクトとする）

行動計画行動計画



推進方針のポイント
緩和策
温室効果ガス排出の削減や吸収策

適応策
気候変動がもたらす水災害や生物多様性

の減少等、悪影響への対応策

両輪両輪



ＪＩＣＡ研修の受け入れ

2009年11月 西バルカン諸国



ＪＩＣＡ研修の受け入れ

2009年11月 西バルカン諸国



ＪＩＣＡ研修の受け入れ

2010年2月 メキシコ



ＪＩＣＡ研修の受け入れ

2010年2月 メキシコ



推進方針の基本理念

「地球環境危機の時代に対応した、

自然の賑わいとともにある持続可能な

循環型都市構造の再生と創造」

～100年後のたかつのまちのために～



推進方針の基本目標

Ⅰ 低炭素・省資源社会の実現

Ⅱ 自然共生型都市再生の推進

Ⅲ 地域に即した防災まちづくり
の推進



「リーディングプロジェクト」

★地図による地域環境資源の共有化の促進



ヒートアイランド調査



大地のでこぼこを感じよう

2010年1月23日 実施



「リーディングプロジェクト」

★学校流域プロジェクト



学校ビオトープのネットワーク

★生き物が行き来
できるように、区
内に一定距離ごと
にある学校を生き
物の拠点としてみ
よう。



区内１５の小学校にビオトープを作ったり、降った雨を活
用するなどの整備を行い、将来を担う子どもたちが、身近
な場所で自然や水循環の仕組み、さらには自然再生の過
程を実感する場として、計画的に整備、活動支援を行う。

学校
ビオトープ

学校
ビオトープ

敷地内に降った雨水の
保水の推進

敷地内に降った雨水の
保水の推進

地域の交流の場
地域コミュニティの活性化

地域の交流の場
地域コミュニティの活性化

環境学習の場環境学習の場

・生きもの観察
・生物多様性
・健全な水循環
・地域の流域、水系ect



久本小学校の事例

・１９８５年施行のこれまで有効に活用されていなかったビオトープの問題点を子どもたちが
考え、生きものたちが暮らしやすい場所に再整備した。
・通常の授業の中で、身近な生きもの観察の場として活用している。
・プール開きの前に、ヤゴなどの生きもの救出活動を行なって、ビオトープに放流している。

久本小ビオトープの特徴久本小ビオトープの特徴



梶ヶ谷小学校の事例

・既存の活用されていなかったビオトープを見直し、生きものが暮らしやすいビオトープに整
備を行った。
・通常の授業の中で、身近な生きもの観察の場として活用している。
・ビオトープ脇に井戸を子どもたちが掘り、地下水を活用した水を活用している。

梶ヶ谷小ビオトープの特徴梶ヶ谷小ビオトープの特徴



ビオトープ（biotop)から生命圏(biosphere)へ

学校
ビオトープ

学校
ビオトープ

各学校を小流域に
各学校を小流域に

流域ネットワーク流域ネットワーク

「たかつ自然の賑わい計画」「たかつ自然の賑わい計画」

学校
ビオトープ

学校
ビオトープ

学校
ビオトープ

学校
ビオトープ

学校
ビオトープ

学校
ビオトープ

学校
ビオトープ

学校
ビオトープ

「たかつ地域水循環計画」「たかつ地域水循環計画」

各学校を小流域に
各学校を小流域に



「リーディングプロジェクト」
★区役所の緑化等、環境技術導入による

エコシティホール(環境展示場)化の推進



区役所庁舎を有効に活用し、環境に配慮した庁舎内の取り組みを
展示したり、紹介するツアーを行なっています。

屋上や壁面を利用した緑化を設置するなど、身近にできる環境の取
り組みを紹介する場所として、区役所を「エコシティホール」と名づけて、

来庁者の方々には、環境学習の場としてご利用いただいてます。

エコシティホール
（環境展示場）

エコシティホール
（環境展示場）

家庭で実践家庭で実践

実践する場合の参考
相談窓口として

実践する場合の参考
相談窓口として

環境学習の場として環境学習の場として

・環境技術の展示
・環境情報の提供

etc 環境問題への興味・関心環境問題への興味・関心

他の市民へのPR他の市民へのPR



「エコシティホール」へようこそ！「エコシティホール」へようこそ！

設置予定設置予定場所場所

問い合わせ
高津区役所企画課

℡.０４４－８６１－３１３1ご希望により、職員がご案内します。人数が多い場合などは事前にご連絡ください。

を行っています。
土を必要とせず、

軽量な緑化が可能と
なります。
また、水やりや刈り

込みを必要としない
ため、手間がかかり
ません。

夏場の６～９月にかけて、川崎市の国内友好自
治体である沖縄県那覇市から分けていただいた
ゴーヤーによる「緑のカーテン」を行っています。
建物の温度上昇を抑えて冷房の使用量を少なく

することができます。
また、たくさんの
ゴーヤーが収穫でき
ます。

区役所地下駐車
場の入口横には、
職員手作りのビオ
トープがあります。
高津区の花である

スイセンやミカン、ユ
ズを植え、チョウやト
ンボ達のご来庁をお
待ちしております。

③職員手作りビオトープ

区役所入口付近の壁面では、
ステンレス製の枠を設置し、
日本生まれの植物
である「スイカズラ」
と「テイカカズラ」を
使って壁面緑化を
行っています。
これらの植物は、

２０１８年頃には
区役所５階まで
伸びる予定です。

②つる植物による壁面緑化

集められたエネルギーは
蓄電池に充電され、１階
市民ホールで使用される
ほか、緊急時や災害時に
も使用されます。
また、１階に現在の発電

量がわかる電光表示板も
設置します。

④屋上を有効活用！
太陽光発電を実施

区役所屋上に太陽光発電パネルが
設置される予定です。

①４階中庭に緑のじゅうたん

乾燥に強い種類のコケを使用して屋上緑化

⑤ボトルキャップが
憩いのベンチに

区役所から出たペットボトルのキャップ
がリサイクルされベンチに生まれ変わりま
した。
１脚あたり

約１３７００個
のキャップが
必要です。

☆緑のカーテン☆

～区役所庁舎を環境展示場にする取り組みを行っています～



「リーディングプロジェクト」
★緑のカーテン事業の展開

西梶ケ谷小学校NECNECインフロンティア（株）インフロンティア（株）



緑のカーテンとは？

「自然のカーテン」

「天然のエアコン」

「緑のカーテン」とはつる性の植物を建物
の壁などの側面で育て、日光を遮断す
る環境にやさしい自然のカーテン。



緑のカーテンの効果緑のカーテンの効果

「緩和策」として

・植物の光合成によるCO２

削減効果

・エアコンの使用を削減すること

でヒートアイランド効果の抑制

・身近に出来る取り組みとして、

市民の環境問題への興味・関心

「「緩和策緩和策」」としてとして

・植物の光合成によるCO２

削減効果

・エアコンの使用を削減すること

でヒートアイランド効果の抑制

・身近に出来る取り組みとして、

市民の環境問題への興味・関心

「適応策」として「「適応策適応策」」としてとして

緩和策と適応策から見た

猛暑日・熱帯夜等の増加、
身近な自然の変化など季節
感の喪失

猛暑日・熱帯夜等の増加、
身近な自然の変化など季節
感の喪失

クールビズ、打ち水、
遮熱性舗装、
緑のカーテン



キュウリ ゴーヤー インゲン

かぼちゃ
アサガオ

ヘチマ



高津区「緑のカーテン」大作戦の取り組み高津区「緑のカーテン」大作戦の取り組み高津区「緑のカーテン」大作戦の取り組み

★「緑のカーテン」講習会
（４月２３日、２４日）

★「レストランたかつ」でゴーヤーのメニュー（８月）

★「緑のカーテン」コンテスト参加者募集
（８～９月）

★「緑のカーテン」シンポジウム
【コンテスト表彰式】（１１月）



２００９２００９ 「緑のカーテン」コンテスト結果「緑のカーテン」コンテスト結果

応募者数応募者数 ４８件４８件 個人部門 ３０件

団体部門 １８件

個人部門最優秀賞個人部門最優秀賞

川辺川辺 奈津女さん奈津女さん

団体部門最優秀賞団体部門最優秀賞
NECNECインフロンティア㈱インフロンティア㈱

２００９年のコンテストには、１０企業が協賛し、参加者や受賞者へ
賞品の提供を行なっている。



「リーディングプロジェクト」
★ エ コ エ ネ ラ イ フ コ ン ク ー ル な ど の

普及啓発イベントの実施





「リーディングプロジェクト」
★橘地区の農的資源を活かしたまちづくり
の推進



おわりおわり


